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執行部からのコメント

会長

目立ったことは何もできなかったけれど、会長に慣れていい

経験ができました。これから、七、八年生は附属の一員とし

て一人一人が良い学校、より良い自分のために頑張ってくだ

さい。

副会長

なかなか生徒会執行部の活動も大変でしたが、想像以上に楽

しく過ごせました。僕の公約は、なかなか実現には難しかっ

たですが、そういうことに、挑戦できてとても良い経験でし

た。ありがとうございました。

副会長

副会長として、この学校の活動に携われて幸せでした。先生

方、生徒の皆さん今までありがとうございました。附属のさ

らなる繁栄を願っています。

会計長

前期とは異なるメンバーで一風変わった新たな活動もできて

とても良い経験になりました。執行部の活動を通して物事を

見る視野が広くなったと思います。ここでの学びをこれから

の高校生活でも役立てていきたいです。

書記長

生徒会執行部での活動は、自分にとっての新たな挑戦でした

が、とても濃い時間を過ごすことができ、よい経験になった

と思います。ここでの充実した時間や、学びを糧にこれから

も様々なことに挑戦したいです。半年間ありがとうございま

した。
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。

今
年
も
、
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、
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ロ
ナ
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。
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